黒猫と女の子

三尺十八寸
　この町の人たちは、この町に夜が来ないことを疑問に思っていない。

「ねえ、イルメスタ、おかしいと思わない？」

　黒猫は答えない、ただしっぽを振るだけ。

　傘を差して歩く。僕を守るのは明るい影。傘で遮られた日差しは夜の闇にはほど遠い。

　この町は少しずつ壊れていっているんだ。

　少しずつ、少しずつ。


＊

　イルメスタ、僕の可愛い黒猫。しっぽを立てて歩きだした。

　光でできた僕の影よりも、木と漆喰でできた家の中よりも、なによりも暗い黒。僕に黒を教えてくれた。

　追いかける。黒猫はこちらを見ずに歩き続ける。

　道の両側には家が立ち並んでいる。木と土でできた背の低い家。壁は日の光で茶色く焼けている。

中には誰がいるんだろう、誰もいないのかもしれない。それは僕にはわからない。

　黒猫は熱くなった土の上を歩き続ける。すれ違う人も、追い越していく人も、並んで歩くような人も、いない。

　いるのは遙か遠くに見える蜃気楼と、黒猫と、僕。

　黒猫はいきなり曲がった。家と家の間に、何処にでもありそうな路地に入り込んだ。僕もあわてて後を追う。

　黒猫の姿は見えなかった。代わりにいたのは女の子。黒い髪の黒い目をした、黒い肌の女の子。

「君、イルメスタを見なかった？」

　女の子は指さした。路地を進んだところにある塀の上。黒猫はそこを歩いていた。しっぽを立てて、僕のことなんて気にせずに。

「ありがとう」

　女の子は居なかった。黒猫を見て、目を戻すと。最初からなにも居なかったみたいに。

　いったい何だったんだろう。幽霊？　それとも蜃気楼？

　僕はまた黒猫を追いかけ始めた。


＊

　よじ登った、塀の上。イルメスタはもう先に進んでる。

　片手を広げて、バランスとって、急いでついていく。傘があると歩きづらい。

　塀は続く、どこまでも。家と家の間を縫って、家の裏側を通って。

　黒猫は歩く、どこまでも。町の敷居を伝って、塀の上を通って。

　僕も歩く、どこかへ。どこへ行くかは黒猫次第。

　しばらくいくと、黒猫は塀から降りた。音もなく路地に降り立った。

　僕も降りる、塀の上から。傘を持っていると降りづらい。

　とくに今は重い時間。体が重いし傘も重い。軽い時間ならきっと追いかけるのも簡単なのに。

　僕が降りると黒猫は路地を曲がろうとしていた。追いかける。

　角を曲がると階段があった。下へと降りる、階段が。階段の先は暗くて見えない。まるで、夜のように真っ暗。

　黒猫は下っていく。

　僕も追いかける。黒猫が地面の下の暗さに溶け込まないうちに、地面の下の暗さで見失わないうちに。


＊

　地面の下にも道があった。

　部屋をたくさんつなげたような、細い道。

　鉄の壁、鉄の床、鉄の天井。土が落ちてこないように、この道を守っているんだろう。

　日の光よりも暗い光の中で僕とイルメスタは歩く。

　黒猫が通ると、道は明るくなって。

　僕が通り過ぎると、道はまた暗くなる。

　僕と黒猫は歩く。僕はコツコツと、黒猫は音もなく。

　黒猫は曲がろうとした。

　どうしたの、そこに道はないよ。そこには壁があるよ。

　黒猫は壁を向いて座り込む。僕も壁を向いて立ち尽くす。

　どうするの？　と、黒猫を見る。

　そこに黒猫は居なかった。居たのは女の子。黒髪黒目の黒い肌した女の子。黒猫の代わりに座ってた。

　女の子は指さした、鉄の壁のつなぎ目を。

　なんだろう？　と、思ってさわってみると、いきなり壁が割れだした。音もなく。

　驚いて、割れる壁と女の子を見比べようとしたら、女の子はもういなかった。

　さっきと同じ。最初からなにも居なかったかのように。

　黒猫は何処だろう？

　見渡すと、いた。

　割れる壁の向こう側。しっぽを立てて歩いてた。

　あわてて追いかける。


＊

「どこまで行くのさ。イルメスタ」

　黒猫は歩く、ふらふらと。

　道は広くなったり狭くなったり。行き止まりに行き当たってもと来た道を戻ったりもした。

　さっきみたいに触ると開く壁みたいな扉もあったし、その中の小部屋に入った後行き止まりだから部屋から出たら、きたときとは違う道に戻ったりもした。

　ガラス張りの部屋もあった。水浸しの部屋もあった。大きな部屋の上を通る路も通った。

　机とか椅子とか、他にも良くわかんない四角いものとか、とげとげしたものとか、いろいろ突き出ているものとか、いろいろあった。

　黒猫は歩く。

　辿り着いたのは部屋。家の居間と同じくらいの、広い部屋。机が一杯置いてある。机の上には四角い何か。

　黒猫が机の上に飛び乗ると、四角い何かがポッと光った。なんだろう、四角い何かに絵が浮かび上がった。

　僕も触る、黒猫の歩いたあたりを。

　絵は変化する、僕が触る度に。

　よく見ると、机のその部分は何か書いてあった。四角かったり丸かったり、線と文字が白い線で書かれている。

　おもしろいな。

　僕がいじる度に、違う絵になる。


＊

　ふと気がついた。

　イルメスタがいない。

　どうしよう、あの黒猫がいないと帰れない。

　どうしよう、どうしよう、どうしよう。

　あせって周りを見渡しても黒猫はいない。あのピンと立った尻尾はどこにも無い。

　見えるのは、鉄の壁と、立ち並ぶ机と、四角い何かと、光る絵だけ。

　どうしよう。道を覚えてない。

　部屋の外は暗い通路が続いている。独りで歩くなんて寂しすぎる。

　怖くなった。道の奥から何か来るかもしれない。たくさんある机の下に何かいるかもしれない。

「どこ…、イル、メスタ…。どこに行ったの？」

　探しに行きたい。でも、こわい。ここから動きたくない。

　立っていると物音を立ててしまいそうで、そっとしゃがんだ。

　出てきてよ、僕の可愛い黒猫。

　視界がにじむ。

　出てきてよ。

「…イルメスタぁ」


＊

　ふ、と。誰かがいる。

「だれ」

　女の子がいた。黒目黒髪の黒い肌の、あの子。

　恥ずかしかった、泣いていた自分が。女の子の前で泣いてるなんて。
　いつまでも幼稚園児じゃないんだから。
　立ち上がって涙を拭く。

「ねえ、イルメスタ、見なかった？」

　女の子は答えない。代わりに指差した、机の上を、そっと。

　違うよ。それはイルメスタじゃない。でも。

　僕は触る。女の子が指差したところを。

　すると、いままで絵があった四角い何かが、絵を映さなくなった。

　代わりに出てきたのは黒い背景と、それに書かれているたぶん文字。

「コレがどうしたの？」

　女の子に訊ねる。女の子は指差す。さっきとは別のところを。

　訊ねるのは諦めて、僕は触る。指差されたところを。

　今までみたいに絵は変化しなかった。変わったのは文字が一文字増えただけ。

　一体これがどうしたって言うんだろう。

　女の子は次々と指差していく。僕は次々と指されたところを触っていく。文字は次々と増えていく。

　指差されるままに触っていったけど、急に女の子は指差さなくなった。

「どうしたの？」

　女の子は前を指差した。

　目の前の壁が明るくなっていた、壁だと思っていたところに絵が映ってる。絵の中には僕のいじっていた黒い背景と文字もある。

《プログラム、起動中。

　現在時刻の確認中…確認完了。

　プログラムの更新開始。

　環太陽人工居住システムネットワークに接続中…接続しました。

　プログラムのヴァージョンを確認中…確認完了。

　プログラムを更新します………更新完了。

　現在のシステムの状況を確認中…確認完了。

　システムに12328978974箇所の異常が発見されました。

　………》

＊

　すごい勢いで文字が流れていく。

　僕がぼおっと流れる文字を眺めていると、女の子がその中の一箇所を指差した。

《遮光ソーラーパネル展開…33分後に展開プログラムを起動します》

　何のことだろう。

　なんでこの子があれを指差したのか分からない。

　そもそも何のことなのか分からない。

　ぼくが分からない顔をしていると、女の子は身体を翻した。壁を開いて通路に出て行く。

「待ってよ。どこ行くの」

　追いかける。僕が行くまでに壁はまた閉まってしまっていた。

　女の子はいなかった。僕が壁を開けると、もう。

　かわりにイルメスタがいた。

　黒猫は、座り込んでいた。まるで、僕が出てくるのを待っていたかのように。

「ねえ、かえろうよ」

　黒猫は歩き出した。ついて来いと言うかのように。

　僕は着いていく。黒猫の後を。

　黒猫は歩く、ゆっくりと。

　時々後ろを振り返って、僕が着いてきているのを確認しながら。

　

　
＊

　

　夜だった。

　外に出ると、外は真っ暗だった。

　僕は夜がどんなものか知らないけれど、きっとコレが夜なんだろう。

　イルメスタは振り返る。その目だけがピカピカと光っている。

　僕は自分が何をしたのかは分からないけど、僕が何かをしたから夜になったんだってことは分かった。

「これで、みんな、夜を思い出したよね。イルメスタ」

　ふたりで顔を見合わせる。

　僕は黒猫の光る目を見る。

　黒猫は僕の光らない目を見る。

　僕は少し笑って、僕らは家に帰った。
